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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
流

行
を
始
め
て
３
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
に
多
く
の
人
が
感
染
し
、
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
、
経
済
・
社
会
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　
当
初
は
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
予
防
方

法
や
治
療
方
法
も
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
次
第
に
感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
予
防
方
法
、

治
療
方
法
も
わ
か
っ
て
き
た
今
、
５
月
８
日
か

ら
「
感
染
症
予
防
法
」
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
、

強
い
感
染
対
策
が
で
き
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症
」
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
５
類
感
染
症
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
位
置
づ
け
が
変
わ
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生
活

に
様
々
な
変
更
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
マ
ス
ク
】

　
３
月
13
日
か
ら
着
用
は
個
人
の
判
断
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
高
齢
者
施
設
を
訪
れ
る
と

き
や
、
事
業
所
等
の
判
断
で
マ
ス
ク
の
着
用
を

求
め
ら
れ
た
時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
査
・
治
療
・
入
院
】

　
こ
れ
ま
で
は
無
料
（
公
費
負
担
）
で
し
た
が
、

一
部
を
除
き
個
人
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

【
療
養
期
間
】

　
法
律
に
基
づ
く
外
出
自
粛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
症
翌
日
か
ら
５
日
間
、
か
つ
症
状
が
軽
快
し

24
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
無
理
を
せ
ず
、
出

勤
や
登
校
を
控
え
て
自
宅
で
安
静
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
発
症
翌
日
か
ら
10
日
間
は
高
齢
者
等

ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
を
控
え
、
不
織
布
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
濃
厚
接
触
者
】

　
濃
厚
接
触
者
の
特
定
は
行
わ
な
い
た
め
外
出

自
粛
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
居
家
族
等
に
陽
性

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

変
わ
り
ま
し
た

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

が
判
明
し
た
場
合
、
特
に
５
日
間
は
ご
自
身
の
体

調
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】

　
一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

終
了
し
ま
し
た
。
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
市
販

の
検
査
キ
ッ
ト
で
自
主
検
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
】

　
令
和
５
年
春
と
秋
に
、
高

齢
者
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
人
な
ど
を
対
象
に
接
種
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
５
歳

以
上
の
人
は
秋
に
接
種
を
行

い
ま
す
。
費
用
は
当
面
の
間
、
無
料
で
す
。

　
感
染
症
予
防
法
で
の
位
置
づ
け
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
免
疫
を
す
り
抜
け
る
能
力
が
高
い
変
異
ウ

イ
ル
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
感
染

に
注
意
し
て
、
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、

・
必
要
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用

・
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル

　
に
よ
る
手
指
の
清
潔

・
有
効
な
換
気

・
三
密
の
回
避

は
感
染
防
止
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
心
が
け
て
き
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
は
、
ほ
か
の

感
染
症
に
対
し
て
も
有
効
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
残
す
べ
き
良
い
生
活
様

式
は
残
し
つ
つ
、
安
全
な
日
常
生
活

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける方を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。出荷者協議会に新規加入していただくと、たったもカードの行
政ポイントを進呈します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【入会申込・問合せ】　道の駅にちなん日野川の郷  TEL：82-1707　　役場農林課  TEL：82-1114

出荷者募集中！

足立　進也さん (阿毘縁)
あだち しんや

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介しています。
今回は、ご夫婦で協力して苗づくりに取り組まれている足立進也さんにお話を伺いました。

出荷者協だより vol.09

　春は、ピーマンやトマト、なす、キュウリなどの夏野菜を育て、夏から秋にかけては、

なでしこやパンジー、ビオラ、サルビア、コスモスなどの花壇苗を栽培しています。

Ｑ1 どのような種類の苗を作っていますか？

　ポットの中でしっかりと根を張らすことです。

Ｑ2 苗づくりのこだわりは何ですか？ 

　夏野菜では、キュウリが育てやすいと思います。花は、マリーゴールドやパンジー、

ビオラがおすすめです。「自分で何かを育ててみよう！」とチャレンジする気持ちがあ

れば、うまくいくはずです。

Ｑ3 初心者でも育てやすい野菜や花を教えてください。

　なにごとも話し、隠しごとはしないことです。言いたいことははっきり言う！同じ仕

事をしているので、喧嘩をしていては仕事になりません。お互いを思いやる気持ちを毎

日大切にしています。

Ｑ4 夫婦仲のよさを保つ秘訣を教えてください。


